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移動するソフトコーラル
MovabIesoftco「ai

刺魁動物のうち花豊頬はクラゲ佳代をもたず、一生を海底で暮ら

す.このうち六枚サンゴ額のハナキンチヤク額とイソギンチャク頬

以外Iな　自ら移動することができず、-部の例外を檎いては最初に

付いた場所で生麓を送る.ところが、ある夜、同日までは何もな

かった,毎底に突然高さ1∞mを超えるソフトコーラルが生えていた。

何かの鶏みて岩盤からか岩磐ことか外れてしまい、転がってきたの

かと思って引っ張ってみたが動かない.夜の海でいろいろな可能性

を考えていたが、よく具ると、何のことはない、カイカムリの仲間

かソフトコーラルを背具っていたのだった.ガイカムリにとって

Iな‖東軍なカムフラージュで敵の目をあざむくことができるだろう

か、ソフトコーラルにはなにか利益かあるのだろうか?カイカムリ

の上では自分で行き先を選べるわけではないから、ソフトコーラル

にとってこの関係にあまり複はなさそうに圏えるが、本当のところ

はどうなのだろう.
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今号は、図らずも慶良問の話題ばかりの「みどりいし」になりました。地元で26

年間以上活動してきたのですから、こういう号があっても、むしろ良いだろうと思い

ます。昨年は、小笠原諸島周辺に中国からサンゴの密漁船団がやってきたというニュ
ースがありました。そのころ内地の人にサンゴの研究をしていると話すと「今密漁で

大変だね」とよく言われました。造礁サンゴと宝石サンゴの区別がない人のほうが、

まだかなり多いのでしょう。慶良問の人たちはどうでしょうか。長年活動してきた組

織としては、地元の人には造礁サンゴのことをきちんとわかっていてもらいたいとこ

ろですが、もしかしたらまだ区別できない人も少なくないかもしれません。慶良問の

人たちに島々を囲むサンゴのことをもっと知ってもらえるように、ますます頑張りた

いと思います。それにしても、言葉の使い方というのは時に問題になるもので、今号

では「諸島と列島」の話を書きましたが、それ以外にも、例えば上に出てきた　`造礁

サンゴ　も最近は　`有漢性サンゴ　とすべきとの意見がありますし、いまだに白化=

サンゴが死んだものと思っている人も少なくありません。これらについては、一度き

ちんと整理しておきたいので、誌面があればまた次号で述べたいと思います。
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